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１．業務の概要 

 

１－１ 業務の目的 

 代替フロン等３ガス（HFC、PFC、SF6）、CFC及びHCFC、NF3等のフッ素系物質につ

いては、二酸化炭素の数百倍から一万倍超にも及ぶ温室効果を有するため、地球温暖化対策

のためにはこれらの排出の抑制や代替化を図ることが重要である。 

 本業務は、強力な温室効果ガスであるフッ素系物質について、排出抑制の徹底及び代替製

品等の普及加速化のための目標の設定、必要な取組、排出量削減効果等について、有識者か

らなる検討会を設置し意見等を聴取しつつ整理・検討することを目的とする。 

 

 

 

１－２ 業務の内容 

 本業務においては、以下の①～④を実施した。 

 

①現行の技術情報の整理及び将来の技術開発動向に係る研究・知見の収集 

 フッ素系物質に関する国内外の技術について、現行の技術情報（削減効果、当該技術の普

及状況等）を整理した。 

 また、将来の技術開発動向について、国内外の有識者からの意見聴取も含め、研究・知見

（技術開発のロードマップ、実現・普及に係る障壁等の課題、削減効果等）を収集し、整

理・分析した。 

 

②フッ素系物質の排出抑制に係る取組の検討 

 フッ素系物質のうち、冷媒分野については、フロン回収・破壊法、家電リサイクル法、自

動車リサイクル法により排出抑制が図られているところであるが、例えばフロン回収・破壊

法の廃棄時回収率は約３割程度であり十分とは言えない。また、機器の使用時にフッ素系物

質が相当程度排出されることが明らかとなり、使用時に係る取組が重要となっている。また、

冷媒分野以外の分野においてもフッ素系物質を用いる場合には大気への放出を防止する取組

が重要である。 

 また、フッ素系物質の大気放出を抑制するためには、排出抑制を行うだけでなく、フッ素

系物質からノンフロン製品等への代替を図ることが重要である。しかしながら、未だノンフ

ロン製品等が実用化されていない分野が存在し、また存在している分野においても安全性、

性能、コスト等に問題があると言われており普及が進んでいない。 

 そのため、これらのフッ素系物質の排出抑制（代替製品等の普及加速化を含む）について、

適切な目標の案を設定するため、関係者等からヒアリング等により必要な情報を収集した。

具体的にはフッ素系物質の排出の現状と課題を整理するとともに、適切な目標の案を設定し、
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その妥当性や、当該目標の達成のための取組案の提示、取組案の定量的な排出量削減効果、

コスト等を明らかにしつつ整理・検討を行った。 

 なお、フッ素系物質の排出抑制に係る取組としては、次の取組に着目した。 

  ア 点検の実施 

  イ 点検・冷媒に関する履歴の記録・保存 

  ウ 機器の所在把握 

  エ 回収基準 

  オ 回収業者の技術力担保（登録要件） 

  カ 再生利用等の促進 

  キ 代替製品等の普及加速化 

  ク 経済的手法（費用負担の在り方） 

  ケ 情報公表 

 

③検討会の設置 

 上記の整理・検討について、有識者からなる検討会を設置（計５回）し、意見等を聴取し

た。 
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